



















呼ぶが，やまある一つのー 核菌糸体， 例えば A1Bl仁，これと和合できる二つの核，例え(IA2 
B2とA3B3とを同時に提供した場合はどのような現象が見られるか，この問題について著者は数年来






のような現象は他の帽菌においても同様仁見られ (Dick回n1934-1936; QuintaniIha 1937-







1) A1B1x(A1B1+A2B2)のように二核菌糸体 A1B1+A2B2の中の一方の核，A2B2 
だけがー核菌糸体のA1B1核と和合できる和合性組合わせ， 2) A1B1 x (A1B2+A2Bりのよ
うに二核菌糸体のどちらの核も A1B1核と和合できない不和合性組合わせ， 3) A1B1x(A2B2 
+A8B3)文は A3B3X (A1B1+A2B2)のように二核菌糸体のどちらの核も A1B1桜と和合
できる両和合性組合わせ，の3型である.そして，これらのいずれの型においても，すなわち接種する
こ核菌糸体の中にー 核菌糸体の核と和合できる核があろうとなかろうと，それには関係なく Buller 
現象が起るが，これは接種したこ核菌糸がー核菌糸と融合して，前者の2核がどちらも後者の中を






















であり， 10 (21.7%)はA1B1+A2B2であった.なお46の中， 12の組合わせにつやては2....4
回宛行ったが，その中の9組合わせにおいては Papazianの報告のように，結果に相違は見られな
かった(木村1958c). 
次仁 A1B1x(A2B2+A8B3)において A1B1菌糸体の周縁部仁 A1B1+A3B3菌糸が現
われた場合，この二核菌糸が作った子実体からのー核菌糸を A望~ A3B3， A1B3， A3B1のよ



















やま変更因子が1系列の Ml，M2， M8， M4.，… M"であって，A1B1X(A2B2+A3B8) 
の組合わせ仁用ひたA1Bl，A2B22核の由来した子実体の因子構成をA1A2B1B2M1M2，A3 
B3核の由来した子実体のそれを A8A4..sj8B4.M8M4.とすれば，A1B!l， A2B2の2核が M 仁
関して同一の allele，MlまたはM2を持つ頻度は50"であるが，A3B8はA1Blとは常に異
なる alleleM3または M4.を持つ.そして A1Bl核は Mのalleleの違う核を選んで和合する
とすれば，A1Bl X (A2B2+A3B8)型の両和合組合わせにおいて A1Bl+A3B3の現われる組
合わせの方が A1Bl+A2B2の現われる組合わせよりも多くなるであろう.
次に例えばA1B1Ml~ A8B8M3との和合仁よってできた二核菌糸が作った子実体からのー 核菌











述の前提条件により A1Bl，A2B2の2核は共仁変更因子仁関して A3B3とは違った alleleを
持ち，従って A3B3菌糸体の周縁部には A8B8+A1Bl，A3B8+A2B2の2種類の二核菌糸
が常に混生してくるととが予期される.果してそうであるかどうかを調べるため仁 A3B3X(A1Bl+














定せざるを得な~'.例えば，しい、ま変更因子は l 系列の Ml人， Mρ2， M3久，M'久"…..….υ
A3B3叩Mρ3x(A1BlリMρ1+A2B2M2勺〉のような M の組合わせでM，3久，Mρ1間の価の差が Mρ3，
Mρ2問のそれよりも大であれば A3B3，は士常に A1Blと和合し，A3B3M3x(A1B1Ml+A2B2 










様に M.N各系列仁おける allelesの聞の価の相違を仮定し.M，N各々 lこおける価の差の和が
大きし、方の核と和合するとすればよいであろう.
以上のような仮定の下に，前に記したA1BlX (A2B2+A8B3)及びA1BlX (A2B2+A3B3) 
の組合わせにおけるー核菌糸体の核と二核菌糸のそれぞれの核との結びつく理論化を求めて〈木村
1958 c参照). 実験結果をが検定してみたがl系列， 2系列いずれの期待値にも適合して現在
のととろEちらとも決め難く，今後のデー タの集積仁よって明らかにしたい.
A1Bl X (A2B2+A3B3)でA1Bl+A3B3が現われた場合でも A3B3核だけが A1Bl菌
糸中を移行したのではなくて A2B2核もまた移行するのであるが，A3B3絞の方が早〈進んで Al
Bl菌糸端仁達して A1Bl+A3B3菌糸を作っていくものであるとする及川の説仁著者も実験の結














A1B1 X (A1B1+A2B2)のような和合性組合わせ仁おいて二核菌糸の A1B1，A2B2の両核
がどちらもー核菌糸体の中を移行することを明快lこ証明した実験例はこれまでに殆んどなく， 従っ
て和合性組合わせではー核菌糸体の A1B1核と和合できる A2B2核だけが移行するものと思わ
れてきた. しかし不和合性組合わせ (Papazian1950， 木村 1957a)や両和合性組合わせ




糸のうち，例えば A1B1 と A3B3 とを交配して，生じた子実体から新ら L~'~核菌糸， A1B1， 
主翌~A1B主主翌1を得る.これらと原菌糸の A1B1， A2B2， A1B2， A2B1とを用いて，A1 
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